
都道府県 生産量 ㌧ 割合 %

福岡 10,034.5     31

鹿児島 9,127.4       28

熊本 4,083.7       13

京都 1,941.5       6

宮崎 861.9         3

静岡 765.3         2

徳島 729.1         2

その他 4,673.6       2

合計 32,217.0     100

平成23年 たけのこ生産量

出所：特用林産物生産統計調査（農林水産省）

熊本の統計情報 平成２５年３月２９日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

          

                                                

      

 

今年の桜は、当初の予想よりも早い３月１６日に開花、その後、１週

間ほどで満開の桜を楽しむことができ、その後もしばらくの間、桜花の

見ごろが続きます（昨年の開花は３月２５日、満開日が４月２日でし

た）。 

なお、満開は約８０％の花が開花した状態を言うのだそうですよ。  

 

さて、主に森林や原野などで生産される林産物（木材を除く）の総称を「特用林産物」と定義し、特用林産

物の振興が行われています。 

熊本県の特用林産物は、椎茸（シイタケ）・エノキタケなどの「きのこ類」や、筍（たけのこ）・竹材・木竹炭、

そして、栗（くり）、山菜類（ぜんまい・わらびなど）など、いろいろな産物があります。 

今月号では、「特用林産物統計調査」と「家計調査」の結果をもとに、

「熊本の森の贈りもの」を紹介することにしました。 

 

桜の季節になると、筍（たけのこ）が地中から顔を覗かせてきます（筍

とは、“１旬（１０日間）にして竹になる”という意味を持つそうです）。 

わが国は「竹の国」ともいわれ、筍（たけのこ）・竹材は古くから

文化・工芸・建築・農林水産業資材・食用等として親しまれてきま

した。 
熊本県では面積約１万ｈａの竹林があり、６０％が「孟宗竹（モ

ウソウチク）、３０％が「真竹（マダケ）」、１０％は「その他の竹」。  

筍（たけのこ）は熊本県の特用林産

物振興の重点作目の一つとなってい

ます。地温が１４度くらいになると、最も早く成長し始める孟宗竹の筍。１

～２ヶ月もすると立派な親竹になり、１０～１５年くらい経過すると枯れてし

まいます。平成２３年の熊本県内の筍の生産量は４，０８４トンで、全国第

３位。第１位が福岡県（八女地域が主産地）、第２位が鹿児島県。上位３

県で７２．１％の生産量となっています。 

筍（たけのこ）の旬は、桜前線と同じく南から北へと、移っていきます。 

  



干 し シ イ タ ケ （ 原 木 栽 培 ） 品 種 別 生 産 量

-

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

大分 宮崎 熊本 愛媛 岩手 静岡 その他

㌧

どんこ

こうしん

山  成

金　額　 円 数量　　ｇ

大分市 1,901 大分市 281

鹿児島市 1,007 新潟市 154

新潟市 977 熊本市 133

熊本市 852 佐賀市 130

名古屋市 825 鹿児島市 127

福岡市 821 那覇市 120

那覇市 821 盛岡市 113

佐賀市 813 岐阜市 109

全国 563 全国 75

干ししいたけ消費の多い市

平成21～23年平均の家計調査（総務省）

次

に、

熊本

県の

特用

林産

物振

興の

重点作目の一つである「干しシ

イタケ」について紹介します。 

「干しシイタケ」は、字のごとく

シイタケを乾燥させたものですが、熊本県の干しシイタケ生産量の９８％は、原木栽培によるものです。干し

シイタケは生シイタケに比べて、うま味と栄養価が高いんです。 

全国の干しシイタケ（原木）生産量約３，６３０㌧。そのうち熊本県は第３位の２９２㌧（全体の８％）。 

第１位は大分県の約１，５３２㌧（全体の４２％）、第２位が約６０４㌧の宮崎県（全体の１７％）。この３県で

全国生産量の６７％を占めている状況です。 

 

 

【豆知識】シイタケ栽培は、クヌギなどの原木（げんぼく）に穴をあけ、種駒（ﾀﾈ

ｺま）を打ち込んでシイタケを発生させる「原木栽培」と、オガ粉や米ぬかなどに

水を加えて固めた培地に種菌を接種し、空調設備等の中で発生させる「菌床栽培」

があります。 

 

県統計調査課（及び総務省・他の都道府県）で実施している家

計調査（２人以上世帯）によると、熊本市は「干しシイタケ」の消費

金額・消費数量ともに多いことが分かります。 

傘の肉が厚くて全体が丸みをおびている「どんこシイタケ」。傘の肉が薄く扁平な形の「こうしんシイタ

ケ」。どちらもおいしい食材です。 

そういえば、料理をしたことがない男が、“乾燥したままのシイタケを鍋に入れて、醤油と砂糖を加えて煮

た”という短編小説の語りを聴いたことがあるけれど、干しシイタケはまず水でもどすことが必要です。そのと

き、うま味や香りを損なわないようにボウルにラップをかけ、冷蔵庫に入れて、水温を５℃前後に保つのが良

く、もどす時間は、「どんこシイタケ」で５時間以上、「こうしん(香信)シイタケ」では２～３時間が目安だ

そうです。料理をしたことがない方は必ず水でもどしてスライスしてくださいね（決して硬いままスライスしよう

なんてことは厳禁です）。  

熊本県の代表的な特用林産物は、シイタケ・エノキタケなどの「きのこ類」や、筍（たけのこ）・竹材・木竹

炭、そのほか「ぜんまい・わらび」などの「山菜類」などなど、「熊本にはいろんな森の贈りもの」があります

よ。たらの芽もとってもおいしいですよね。 

春の光と風に誘われて野山に出かけてみませんか！森の贈りものたちに出会えるかも知れませんよ。  

 

熊本県の統計情報は「 http://www.pref.kumamoto.jp/site/statistics/ 」をご覧ください。 
次回の「統計アラカルト」は、４月２６日（金曜日）に掲載予定です。 

問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課交通政策・情報局 総務資料班 〒869-8570 熊本市中央区水前寺 6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 

http://www.pref.kumamoto.jp/site/statistics/
mailto:toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp

